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Ⅱ－１ 生涯にわたる学習活動を促進する 

１．基本施策を取巻く環境 

 国においては，平成２０年中央教育審議会の答申で，国民一人ひとりの生涯にわたる学習

活動のためには多様な学習機会の充実及び適切な提供が必要であり，またその学習成果を家

庭・地域の教育力の向上や社会全体の発展へとつなげていくことが重要であるとの提言がな

されている。 
 核家族化・都市化の進行などにより，家庭・地域の教育力の低下が憂慮されている。 
 市民のライフスタイルや価値観の変化に伴って，生涯学習や地域教育に対する市民ニーズ

も多様化・高度化しており，その対応が求められている。 
 
２．基本施策に関連のあるデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図２－１ 生涯学習センター利用者数 （出典）宇都宮市生涯学習課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図２－２ 図書館年間貸出数 （出典）「宇都宮市統計書」 
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３．市民意識調査の結果 

○ 基本施策に対する満足度の推移 ○ 施策の重要度・満足度（平成２２年） 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ 社会をつくる人づくりの推進 

                        ■施策指標 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 家庭・地域の教育力の向上 

                        ■施策指標 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 生涯学習活動への支援充実 

                        ■施策指標 
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  現状値  ⇒  目標値 

 30,814 人    34,000 人 

  （H18 実績）        （H24） 

放課後子ども教室に係る延べ 

地域活動者数 
  現状値  ⇒  目標値 

  ９２人     4,680 人 

  （H19.10 現在）      （H24） 

生涯学習コーディネーターの 

人数 

  現状値  ⇒  目標値 

  ２４人     １００人 

  （H19.4 現在）       （H24） 
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Ⅱ－２ 信頼される学校教育を推進する 

１．基本施策を取巻く環境 

 学力向上については，平成 24 年度から新学習指導要領が全面実施されるとともに，平成

23 年度から小学校 1 学年の 35 人学級が導入された。 
 地域との連携については，新学習指導要領においても，学校･家庭・地域が相互に連携し社

会全体で取り組むことが必要であることが示された。 
 教育環境については，国は，耐震化関連予算を増額するなど，地方公共団体における学校

施設の耐震化について積極的に支援している。また，校舎・体育館の耐震化事業について，

宇都宮市議会で進捗状況，整備計画，整備方法等に係る質問が複数回されており，早期に耐

震化を完了することが求められている。 
 特別支援教育については，国は通常の学級に在籍している特別な支援を必要とする児童生

徒に対しても適切な教育的な支援を行うことを規定している。 
 教育の情報化については，国において「教育の情報化ビジョン」が公表され，今後の学校

の情報化推進の方向性などが示されている。 
 少子化や核家族の進行に伴う地域の連帯感の希薄化などにより，家庭・地域社会での教育

機能が低下する中で，食事マナーの低下や体力の低下，不登校児童生徒の増加などの問題が

顕在化しており，更なる対応が求められている。 
 
２．基本施策に関連のあるデータ 
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         図２－４ 小中学校におけるパソコン導入台数 

                 （出典）「学校における教育の情報化の実態等に関する調査（文部科学省）」 
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３．市民意識調査の結果 

○ 基本施策に対する満足度の推移 ○ 施策の重要度・満足度（平成２２年） 
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４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ 学力向上の推進 
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⑶ 地域と連携した独自性のある学校経営の推進 
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⑷ 教育環境の充実 
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⑸ 特別支援教育の充実 
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Ⅱ－３ 個性的な市民文化・都市文化を創造する 

１．基本施策を取巻く環境 

 国により，平成２３年２月に「文化芸術の振興に関する基本的な方針（第３次基本方針）」

が閣議決定し，文化芸術の振興を公共政策と位置づけ，以後５年間を見通した文化芸術の振

興を総合的に推進するとされた。 
 少子高齢化により文化芸術の担い手が減少している。 

 
２．基本施策に関連のあるデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図２－５ 美術館の施設入場者数 （出典）「中核市行政水準調査」，宇都宮市文化課資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図２－６ 文化会館の入場者数    （出典）「宇都宮市統計書」 
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３．市民意識調査の結果 

○ 基本施策に対する満足度の推移 ○ 施策の重要度・満足度（平成２２年） 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

優先して力を入れていく
ことが求められる領域

見直し・効率化が
求められる領域

重点的な取組が一段落
したと考えられる領域

今後も力を入れていく
ことが求められる領域

高

　
重

要

度

　
低

低 満 足 度 　　　　高

◆

▲

 

４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ 文化活動環境の充実 

                        ■施策指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 文化的資源の掘り起こし 
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Ⅱ－４ 生涯にわたるスポーツ活動を促進する 

１．基本施策を取巻く環境 

 少子高齢化の進行や地域コミュニティの希薄化などに伴い，健康づくりや生きがいづくり，

地域における連帯感の醸成などスポーツの果たす役割は益々増大している。 
 国においては，スポーツ振興法を５０年ぶりに全面改正し，スポーツ基本法が制定された。

このスポーツ基本法は，スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことが人々の権利である

との考えに立った新しい時代におけるスポーツの基本理念を提示し，関係者の連携と協働に

よって，その基本理念の実現を図ることを具体的に規定している。 
 東日本大震災により，多くのスポーツ施設に甚大な被害が発生し，その修繕や安全確保の

ために多くの費用や期間が必要であるとともに，各種大会等が中止になるなど影響が大きい。

 
２．基本施策に関連のあるデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図２－７ 体育施設の利用者数と週 1回以上のスポーツ活動実施率 

                          （出典）「宇都宮市統計書」「中核市行政水準調査」 
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３．市民意識調査の結果 

○ 基本施策に対する満足度の推移 ○ 施策の重要度・満足度（平成２２年） 
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■ 政策の柱Ⅱ ■ 

 

４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ スポーツ活動環境の充実 

                        ■施策指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ スポーツを支える人材の育成，団体の活性化 

                        ■施策指標 
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Ⅱ－５ 健全な青少年を育成する 

１．基本施策を取巻く環境 

 国において，「子ども・若者育成支援推進法」を施行し，社会的自立に困難を抱える子ども

や若者を地域において支援するためのネットワークづくりや青少年を取り巻く社会環境の浄

化を推進している。 
 リーマンショックに代表される世界的な不況の中，コスト削減を目的とした非正規での雇

用形態が増すなど，経済的自立の難しい社会環境がますます増大している。 
 青少年の犯罪件数は減少しているが，万引きの件数は依然として多い。 

 
２．基本施策に関連のあるデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図２－８ 青少年の労働力人口と就業率の推移（男性） （出典）「国勢調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図２－９ 青少年の労働力人口と就業率の推移（女性） （出典）「国勢調査」 
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■ 政策の柱Ⅱ ■ 

 

３．市民意識調査の結果 

○ 基本施策に対する満足度の推移 ○ 施策の重要度・満足度（平成２２年） 
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４．「基本施策」を構成する「施策の体系」の施策指標の達成状況 

⑴ 青少年の社会的自立の促進 

                        ■施策指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 非行・問題行動の未然防止 

                        ■施策指標 
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  （H17.10 現在）      （H24） 

巡回指導による被指導者数 
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